
カザフスタン供給障害とイラン情勢で小幅高
NY原油先物相場は、1バレル＝59～61ドル水準でやや底固く推移した。イランの反政府デモを巡る警

戒が一巡して58ドル台後半まで値下がりしていたが、カザフスタンのテンギズ油田で火災による操業停

止が報告されると押し目買いが膨らみ、60ドル台を回復した。その後は60ドルを挟んで売買が交錯し

ていたが、1月23日にはイラン産原油の供給不安を織り込む動きが強まり、高値は61.36ドルに達した。

最近の取引レンジ内での値動きだが、60ドル割れからの値崩れは回避された。

カザフスタンのテンギズ油田では1月18日、電力設備で火災が発生し、生産が一時停止された。カスピ

海パイプライン・コンソーシアム（CPC）経由の輸出について不可抗力が宣言され、当面の供給量は抑

制される見通しになった。減産の影響は2月まで続くとの見方もある。一方、周辺油田では増産対応が

行われており、カザフスタン全体の供給量の落ち込みは一時的・限定的との見方が強く、大きな値動き

には発展しなかった。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（1月16日時点）は、原油が前週比360万バレル増、ガ

ソリンが598万バレル増、石油精製品が335万バレル増となった。
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【現状確認】
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地政学リスクで荒れた展開が続くが、上昇は持続しづらい
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【展望】

不安定な地政学環境から突発的な上昇リスクを抱えるが、需

給緩和見通しに変化は見られず、大きな値動きには発展しな

い見通し。引き続きダウントレンドの中で、地政学リスクに

起因した瞬間的な上昇の有無を探る展開が続く。前週はカザ

フスタンの供給障害の発生、イラン情勢の緊迫化が原油相場

を押し上げたが、供給リスクによる本格的な上昇は想定しづ

らい。

米財務省は1月23日、イラン産石油を輸送する「影の船団」

への取り締まりの一環として、船舶9隻と運営会社8社に制裁

を課した。また、トランプ米大統領は22日、米海軍艦隊が中

東に向かっていると発言した。軍事力行使はしたくないとし

ている一方、イランの反政府デモ弾圧や核開発問題に対して

は、強硬姿勢も見せている。トランプ大統領は、ベネズエラ

に対する攻撃に踏み切った直後だけに、従来よりも軍事的な

緊張感の高まりに対しては、慎重に対応せざるを得ない市場

環境が想定される。

ただし、中東全体に戦闘が広がるような展開に発展しなけれ

ば、供給過剰見通しが修正を迫られる局面にはない。実際に、

年初から米国のベネズエラ攻撃、イランの反政府デモの広が

り、イエメン内戦など供給不安を高める動きは多数報告され

ているが、原油相場は60ドル台前半までの切り返しにとど

まっている。イラン情勢次第では、直近高値62.36ドルを上

抜く可能性がある一方、本格的な上昇トレンドを形成する見

通しにはない。地政学リスクの織り込みによる上昇は、一時

的な動きにとどまる見通し。国際エネルギー機関（IEA）は、

2026年の石油需要は前年比で日量93万バレル増が見込まれ

るのに対して、供給量は日量250万バレル増加し、大規模な

供給過剰が続くとの見通しを再確認している。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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